














4.トルクについて

◎締め付けトルクの検査

◎その他の締付け力管理方法

◎用語解説

１.増し締め法：

１.回転角締付け法：

2.トルクこう配締付け法：

3.ネジの伸び測定：

トルクの単位：

 検査しようとするねじをトルクレンチを用いて追い締
めし、ねじが回転し始める瞬間のトルク値を読みとるこ
とで、締め付け時のトルクを推定する方法。

２.戻しトルク法：

３.マーキング法：

検査しようとするねじをトルクレンチを用いて少し緩
めて、そのときの緩めトルクから推定する方法。緩めト
ルクが分かれば、締め付けトルクが推定できます。一般
的に、緩めトルク（Ｔｌ）=（０.７５～０.８）×締め付
けトルク（Ｔｆ）で表されます。

検査しようとするねじにマークを付けてから少し緩め
て、トルクレンチを用いて再びマークの位置まで締め付
けたときのトルク値を読みとる。

締め付け開始してからの回転角度とねじに発生する締
付け力とが比例することを利用して、締付け力を回転角
度で管理する方法。

締付け回転角に対する締付けトルクのこう配の
変化を元に締付け管理を行う方法。

ボルトの伸びを超音波などを利用して精密に測定して、
その伸びから締付け力を換算する方法。

ねじを締めつけるときなどの回転力を
表す単位は、Nm、kgf-m、Ft-lbsなどが使
われています。これらは、力と距離で計
算されるもので、図のように１ｍの棒に
１kgfの力を加えたときの回転力は１kgfm
になります。

長さ　1m

単位の換算： 1kgf-m≒9.807Nm
1kgf-m-≒7.233Ft-lbs 1Ft-lbs≒0.1383kgf-m

1Nm-≒0.12197kgf-m
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